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1. はじめに パッチアンテナは低姿勢な構造であ
り, また製作が容易であるために広く利用されてい
る. しかし, パッチアンテナには周波数帯域幅が狭
いという欠点があるため, 周波数帯域幅を広げるた
めにパッチアンテナを多層化する手法が提案されて

いる[1][2]. 本報告では, 二層パッチアンテナを有限
要素法により解析し, 誘電体損による放射効率の低
下について検討する.  
2. 解析モデル 二層パッチアンテナの解析モデル
を図1に示す. 設計周波数を950～1000 MHz, 導体を
PEC (Perfect Electric Conductor), 基板を比誘電率εr = 
4.0のガラスエポキシとした. 誘電体損を考慮するた
めに, ガラスエポキシのtanδ は 0.02とした.  
3. 解析結果 図 1の下層のみを用いた一層パッチア
ンテナと, 二層パッチアンテナに対するVSWR, 放
射効率およびアンテナ効率の計算結果を図 2に示す. 
放射効率ηrad, アンテナ効率ηantは以下のように算出

した.  
ηrad = Prad / Pin        (1) 

ηant = ηrad (1－|Γ|2)       (2) 
ここで, Pradは放射電力, Pinは入力電力, Γは反射係数
である.  
 図 2の VSWRから, 二層化により給電点での周波
数帯域幅が広がっていることを確認でき, VSWR < 3
の比帯域幅は 3.21% から 7.42% となっている. しか
しながら, 一層パッチアンテナと異なり, 誘電体損
の影響から, 二層パッチアンテナの効率は周波数依
存性が強く 1 GHz付近で急激に低下している. その
ため, アンテナ効率が －8 dB 以上の比帯域幅は, 一
層パッチアンテナが 4.10%, 二層パッチアンテナが
5.92%とさほど拡大しておらず , 二層化による
VSWRの広帯域化ほどの効果は得られていない.  
4. まとめ 二層パッチアンテナの効率は周波数依
存性が強く, 激しい低下を示す周波数帯があること
が分かった. パッチアンテナの二層化により, 給電
点での周波数帯域幅を広げることは可能であるが, 
アンテナ効率の周波数帯域幅については同等の効果

が得られなかった.  
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図 1 : 二層パッチアンテナの解析モデル 
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図 2 : 一層 (上)と二層 (下)のパッチアンテナの 

    VSWR, 放射効率およびアンテナ効率 


